
○人口減少に対応しつつ、国土を適切に管理するとともに、これを好機ととらえた自然環境、
生活環境等の改善を進めることにより、美しい国土を守り次世代に継承するための以下の
事項について調査。
・人口減少に対応した国土の利用・管理のあり方
・国民の参加による国土管理 等
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平成２８年 ９月１５日 第１回 ・検討趣旨及び主な論点について
平成２８年１２月１４日 第２回 ・第1回の議論を踏まえた論点の整理

・国土利用・土地利用に関する制度について
・地方自治体事例紹介（静岡県富士宮市、長野県安曇野市）

平成２９年 ２月２７日 第３回 ・とりまとめの方向性の議論（これからの国土利用・管理について）
・地方自治体事例紹介（長野県飯田市、福島県三春町）

平成２９年 ５月１２日 第４回 ・とりまとめ案（これからの国土利用・管理に対応した国土利用計画（市町村計
画））について

平成２９年 ９月２７日 第５回 ・複合的な効果をもたらす施策、国土の選択的な利用を推進していく上での課題
・国土利用計画（市町村計画）を定める上での留意点

平成２９年 １２月７日 第６回 ・複合的な効果をもたらす施策、国土の選択的な利用に関する事例紹介 （宮崎
県綾町、新潟県新発田市、宮城県大崎市）

平成３０年 ２月１６日 第７回 ・複合的な効果をもたらす施策、国土の選択的な利用に関する事例紹介（山形県
鶴岡市、兵庫県丹波市）

平成３０年 ４月１７日 第８回 ・とりまとめ案（人口減少下の持続可能な国土の利用・管理～地域自ら土地の使
い方を改めて考え、選択する－取組事例に学ぶ課題と解決の方向性～）につい
て

平成３０年８月１０日 第９回 ・将来的に放置されていくことが予想される土地の管理のあり方を検討する上で
の課題

平成３０年１０月１８日 第１０回 （長野市開催）・将来的に放置されていくことが予想される土地についての事例
紹介（長野県長野市）

平成３０年１２月２０日 第１１回・将来的に放置されていくことが予想される土地についての事例紹介（山形県山
辺町）

平成３１年３月１４日 第１２回・将来的に放置されていくことが予想される土地の管理のあり方に関するケース
スタディー（長野県長野市旧中条村） 実施報告

平成３１年４月２３日 第１３回・とりまとめ案について
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